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NPO 法人竹の学校 第 16 回通常総会 議事録
書記 澤田石 祥子

開催日時:令和 5 年 7 月 22 日(土) 午前 11 時 00 分~12 時 00 分

開催場所:長岡天神境内 龍八

出席者氏名(以後、氏名の敬称を省略します):
      東 英男、荒木 信輔、稲岡 喜美子、稲岡 利春、梶原 正嗣、上林 彰、窪田 征明、

小林 幸一、小林 千代子、小椋 耕治、澤田石 祥子、世良田 芳弘、高橋 悦夫、高橋 治女、

田中 陽一、田中 三津子、寺島 節子、中井 さとみ、中村 幸夫、中矢 琴枝、西角 摩紀、

西原 常夫、原 道子、村山 享           以上 24 名

委任者氏名:
大西 栄子、小林 理恵、竹内 優夫、谷口 攝也、辻井 弘次、寺島 重信、中村 太一、

野本 鉚司                    以上 8 名

総会次第

１．開会の言葉 (司会 西原 常夫)
  第 16 回通常総会を開催する。

２．理事長挨拶（理事長 稲岡 利春）

  総会も 16 回目となりました。私が 6 期（11 年目）も理事長を務めているので交代を考えて

いきたい。

竹の学校が社会に貢献する目的は 1)竹林整備 2)伝統農法を守る、ということですが平均年齢

が上がってきているのでもう少し気楽に参加できる活動にしていきたい。まだまだ暑さが続き

ますが熱中症に気をつけてこれからも活動をお願いします。

３．議長選出（司会 西原 常夫）

  司会者により議長に理事長が選出され承認された。

４．議事録署名人および書記の選出（議長 稲岡 利春）

  議長により議事録署名人に世良田 芳弘および高橋 悦夫の２名、書記に澤田石 祥子が選出

され承認された。

５．開会宣言・総会成立報告（議長 稲岡 利春）

  会員総数 32 名の内、有効数 32 名（出席者 24 名、委任者 8 名）

  定款第 5 章 27 条（定足数）の規定により本総会が成立することが宣言され、議事に入った。

６．審議事項（議案の決議） （議長 稲岡 利春）

  １）第一号議案 令和 4 年度事業報告および決算報告について

   ・事業報告（理事長 稲岡 利春）

    添付資料(令和 4 年度事業報告書)に基づいて報告された。

    一部竹の世代交代のためタケノコの育成を検討する。

    来年は根を切って無理にタケノコを掘らずに残していく。

    活動の成果として、竹チップは有機肥料として使用するほか来年 NHK の放送のため

カブトムシを育てるのに役立てる。
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   ・決算報告（会計 中井 さとみ）

     添付資料(令和 4 年度活動計算書、財産目録)に基づいて報告された。

   ・監査報告 (監事 高橋 悦夫)
    令和 4 年度決算に関する収支報告、貸借対照表、財産目録および関係緒帳票、書類等

監査実施の結果、適正であると認められた。

   以上の報告により、第一号議案は拍手により満場一致で承認可決された。

  ２）第二号議案 令和 5 年度事業計画ならびに活動予算について

   ・事業計画（理事長 稲岡 利春）

    添付資料（令和 5 年度事業計画案）に基づいて報告された。

   ・活動予算（会計 中井 さとみ）

    添付資料（令和 5 年度活動予算書）に基づいて報告された。

     軽トラック維持費負担が 2 グループから竹の学校になり、軽トラックを貸し出すとき

は基本料金＋走行距離により使用料を請求する。

以上の報告により、第二号議案は拍手により満場一致で承認可決された。

７．その他

  来年はタケノコの収穫量が多いと予想されるが、それを処理する方法を考える必要がある

と問題提起があり、それについて建設的な提案等が出されたので今後検討する。

８．閉会宣言（司会 西原 常夫）

  以上をもって第 16 回通常総会の全議案の審議を終了した。

９．閉会の言葉（司会 西原 常夫）

  以上をもって本日の通常総会を終了する。

----- 12 時 10 分 散会 -----

上記の議決を明確にするため、議長および議事録署名人において次に署名押印する。

  令和 5 年 8 月 2 日

      議長      ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

      議事録署名人  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

議事録署名人  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

   
  


